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外壁、屋根・天井又は床の断熱改修
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改修後の外壁、屋根・天井又は床の部位ごとに、一定の使用量以上の断熱材を使用する断熱改修が対象とな
ります。
※省エネ住宅ポイント制度の事務局に登録された型番の商品を使用した工事のみが対象となります。
※今後、申請登録手続きが完了しましたら公表します。

原則として次のJISに該当し、熱伝導率[W/(m･K)]が0.052以下のノンフロン製品で、性能担保及び品質管理体制
について以下の3種類の類型の何れかを満たすものが対象となります。
JIS A 9504、JIS A 9511、JIS A 9521、JIS A 9523、JIS A 9526、JIS A 5905、JIS A 5901、JIS A 5914

（1） JIS認証を取得しJISマークが表示されている製品→（第一区分として登録）

・ JIS認証取得製品のうち、形状・寸法などによりJISマークの表示ができないものについては、JISマーク表示

製品に準じて扱うものとする

（2） JIS認証を取得していないが、第三者によるJISと同等の性能担保及び品質管理体制が確保されているもの

→（第二区分として登録）
・JISと同等の性能担保とは、JIS認証機関等の第三者から原則として過去3年以内に性能評価データを取得

しているもの（立会い試験による場合も含む）

・ JISと同等の品質管理体制が確保されているものとは、JIS Q 1001（一般認証指針）の付属書Bに示される品

質管理体制基準Aと同等の社内品質管理規格が策定運用されているもの、又はISO 9001(JIS Q 9001)の認

証を取得しているもの

（3） JISに対し、適切な試験方法と予備試験体数に基づき、JIS Q 1000又はJIS Q 17050‐1による自己適合宣言が

行われ、第三者によるものと同等以上の性能担保と品質管理体制を確保していることを証する資料等の

提供を行うことができるもの→（第三区分として登録）

改修後の外壁、屋根・天井又は床の部位ごとに、一定の使用量以上の断熱材を使用する断熱改修を対象

とします。対象となる断熱材の性能および使用量については、表1及び表2をご確認ください。
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FLAG SHIP (旗艦店)の使命

「和室の床断熱は、JIS認証畳床が担うことを
国に対して立証すること」

活動の基軸は、「製品性能」と「生産品質」です。

束の間の好機(省エネ住宅ポイント)を迅速につかみ、
確実に活用してください！

押出発泡ポリスチレン工業会

事務局長 中尾哲朗


